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ホームゼミのテーマ

社会で生きる人々のこころを探求する
関連するSDGs 学びのキーワード

●心理学●社会行動●対人関係

田中 友理 専任講師　Tanaka Yuri
【プロフィール】明治学院大学心理学部卒、名古屋大学大学院
環境学研究科に進学し修士号取得（心理学）。専攻は社会心理
学で、主に偏見や差別、道徳判断についての研究をおこなって
います。

【主な担当科目】
マーケティング・データ分析、マーケティング・データ分析実践、
スタディースキル入門、社会心理学、ICTコミュニケーション入門

心理学の知見を学ぶことで、社会で生き
る人々の行動について分析できるように
なります。自分が興味を持った社会行動
について実験や調査でデータを収集し、
それによって何が言えるかを考えること
で、人や社会に対する理解を深めます。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ例

めざす就職先
一般企業、NGO・NPO、公務員等。特に、課題発見能力やデータ分析
能力等、個人の能力や強みを発揮できる組織。

「アイデンティティーと消費行動」
「どのような口コミが効果的か？」など

身につく力
心の働きという観点から人の社会行動を捉え直す
ことで、自分とは異なる他者を理解し、多様性を
尊重できる素地づくりを目指します。

先行研究の知見から何が言えるか、データがどの
ように解釈できるか等を考える訓練を通じて、
根拠に基づいて主張する能力を養います。

人間理解力

論理的思考力

日常生活を拡張する情報技術
関連するSDGs 学びのキーワード

●実装力●学び続ける力
●人間性の理解

出原 至道 経営情報学科長・教授　Idehara Norimichi
【プロフィール】工学博士（東京大学）。多摩大学助手、非常勤
講師、助教授、准教授を経て、教授。専攻は、都市工学。第一
種情報処理技術者。日本VR学会。

【主な担当科目】IT活用法、Webサービス開発、Webプログラ
ミング実践、クラウドサービス活用、経営シミュレーション
ゲーム、図化技術概論、プログラミング入門、データ分析入門、
経営情報論

バーチャルリアリティ・画像処理・ウェブ
アプリケーションなどの技術を中心に、新
しい技術を自力で理解してそれを実装し、
発表してもらいます。また、フランスの提
携校との交流によって、多様性と、その先
にある人間性の理解を期待しています。

学ぶこと

めざす就職先
情報技術による課題解決において競争力を持ち、社員が向上心をもって
学び続けている組織。

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ
「表情の感情認識による対人関係の評価」
「VR技術を利用した変身体験システム」など

ホームゼミのテーマ

身につく力
情報技術はどんどん新しくなるので、社会に出た
後も学び続けることが求められます。社会人とし
て、主体的に学ぶための能力を身につけます。

アイデアを出すだけでは、課題は解決しません。
外部のコンテストへの応募を通じて、プロジェク
トを管理する力、チームで動く力を身につけます。

学び続ける力

実装力

エージェントベースモデルと
社会シミュレーション

関連するSDGs 学びのキーワード
●シミュレーション●論理的思考
●プログラミング

増田 浩通 准教授　Masuda Hiroyuki
【プロフィール】武蔵工業大学（現：東京都市大学）工学部経
営工学科卒、東京工業大学大学院価値システム専攻博士後期課
程修了。博士（工学）。東京理科大学嘱託助手、東京工業大学
研究員・非常勤講師、千葉工業大学プロジェクトマネジメント
学科助教を経て現職。

【主な担当科目】
ICTコミュニケーション入門、ICTコミュニケーション実践

増田ゼミは2012年にできました。多摩大学
フットサル部と同い年です。ゼミではプログ
ラミングや社会シミュレーションを中心に基
本的なICT分野の勉強をしています。具体的
にはPythonプログラミング、ExcelのMOS
試験対策、ITパスポートの勉強などをします。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ

めざす就職先
情報通信業、情報サービス業の企業に就職した学生が多いです。過去に
多摩大学大学院、青山学院大学大学院に進学した学生がいました。

「多摩地域における防災および避難シミュレーションについて」
「多摩大学近辺を対象とした、災害に強いコミュニティデザインの研究」など

身につく力
経営情報システム、経営科学、複雑系などをベー
スに、情報を基盤とした実践的なマネジメントの
方法論や意思決定の教育を行います。

物事を筋道立てて考える論理的思考や物事の深層
での因果関係を明らかにしようとするシステム
思考ができる人材を育てたいと考えています。

情報活用力

システム思考力

ホームゼミのテーマ

英語・コミュニケーション
関連するSDGs 学びのキーワード

●英語●異文化コミュニケーション
●地域社会活動

石川 晴子 教授　Ishikawa Haruko
【プロフィール】関東学院大学文学部英米文学科卒、University 
of York（UK）にてM.A.とPh.D.（言語学）取得。専門は言語
学（統語論）。

【主な担当科目】English Expression、TOEICⅠ・Ⅱ

英語力アップのための学習、英語検定試験
（特にTOEIC）へ向けた学習、近隣小学校
での英語教室などの活動を行っています。
人と関わることの多いゼミです。ことばを
学ぶことは、さまざまな文化、物の見方、
価値観の違いを知ることにつながります。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ

めざす就職先
海外に関連のある企業（観光、サービス、IT、教育、広告、流通、メー
カーなど）、教育関係 など

「韓国に学ぶ日本の英語教育」「日本アニメがアメリカで人気の理由」
「日本におけるオートバイ産業の歴史的考察」英語教室用教材制作 など

ホームゼミのテーマ

身につく力
さまざまな年代、背景を持つ人と関わるなかで、
相手の目線で考え、相手によってコミュニケーショ
ンの取り方を工夫する力をつけます。

地域活動や言語学習を通し、広い視野を身につけ
るとともに、さまざまなシチュエーションに柔軟
に対応する力をつけます。

コミュニケー
ション力

柔軟性

経営・起業と情報・戦略
関連するSDGs 学びのキーワード

●国際経営論●国際関係学
●グローバルビジネス●アジア戦略

金 美徳 教授　Kim Mitoku
【プロフィール】早稲田大学大学院国際経営学修士・国際関係学博
士課程修了。専門は国際経営学・国際関係学、研究領域は企業戦略・
グローバル組織人材・アジア経済。
職歴：（株）三井物産戦略研究所。

【主な担当科目】学部：アジア経済論、韓国経済論
大学院：世界潮流と企業戦略

①業界・企業研究：製造・IT・商社・金融業
界、商品開発・経営企画・マーケティング・
経営戦略、アジアビジネス、起業など。
②経験知と実践知：ゼミ合宿・企業訪問・
地方実習・社会人との交流の機会提供、就活
の情報共有と支援、留学と大学院進学の推奨。

学ぶこと

めざす就職先
セブン-イレブン、ファンケル、多摩信用金庫、一条工務店、三菱電機、
京セラ、キタムラ、ノジマ、トレジャーファクトリー、セコム、小野測器 など

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ
「ネットフリックスのグローバル戦略と課題」「自動車業界におけるZ世代
マーケティング」「セコム社の地域防災と防犯」など

ホームゼミのテーマ

身につく力

世界の政治・経済・経営・社会・文化など幅広い
情報収集・分析・発信力を身につける。

産業・業界や企業経営の課題解決に必要な、経営
戦略やグローバル戦略など、最先端の情報と人的
ネットワークを駆使した戦略的思考を身につける。

情報力

戦略力

日本とアジアの「架け橋」になる
次世代ビジネス・リーダー養成塾

関連するSDGs 学びのキーワード
●グローカルビジネス●日本とアジ
ア・大中華圏●情報分析

巴特尓 教授　Baatar
【プロフィール】東京大学大学院総合文化研究科地域文化研究
専攻修士課程修了、同博士課程単位取得満期退学（学術博士）。
専門は、中国・大中華圏マクロ経済、東アジア国際関係。
職歴：（株）三井物産戦略研究所

【主な担当科目】中国語圏の社会、華僑華人経済論、中国経済論、
東アジア入門

文献研究とフィールドワークを通じて日
本企業のビジネスの視点からアジア・
大中華圏に関する情報の収集（時事問
題、業界・企業など）・分析・発表・提
案を行うなど、「伝える力」と「課題解
決力」を磨く。研究発表、フィールドワーク論文(卒業論文・発表)作成を行う。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ

めざす就職先
多国籍企業、造船・海運会社、大手旅行代理店、製造業、貿易、証券、
IT、流通、食品、人材派遣業、不動産、大手会計事務所、メディア など

「eスポーツの世界的影響と日本」「若者主体の地域活性化の可能性に関する
一考察」「日本の運輸業とカーボンニュートラル」「スポーツの今後について
考える～横浜DeNAベイスターズを参考に」など

ホームゼミのテーマ

身につく力
情報の収集・分析力を磨き、自分の考えや意見を
他人に論理的かつ説得力のある形で伝える力

（コミュニケーション力）を身につける。

文献調査とフィールドワークを通じて日本とアジ
アの経済動向や特定業界の課題の発見・分析力を
磨き、課題解決力を身につける。

伝える力

課題解決力
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社会を変えるゼミ　
～自動運転×防犯×防災×航空～

関連するSDGs 学びのキーワード
● AI 自動運転
●防犯設計●防災

樋笠 尭士 准教授　Hikasa Takashi
【プロフィール】上智大学法学部法律学科卒業。中央大学大学院
法学研究科修了、博士(法学)。内閣府SIP第3期スマートモビリ
ティプラットフォームの構築・開発責任者や、経済産業省の委員、
ISOの委員等を務め、ISO/TC241 WG6では日本代表として、
自動運転の倫理に関する国際指針ISO39003の策定に貢献した。

【主な担当科目】法学（憲法）、ビジネス法、情報法、スタディー
スキル入門

樋笠ゼミは、「防犯」、「防災」、「交通」、「航空」
の面で、より良い社会環境を構築するゼミで
す。犯罪と「街灯の明るさ」の関係、防災の広
域思考、自動運転/空飛ぶクルマの試乗体験を
踏まえたモビリティの社会課題の研究など。
研究を踏まえて、官公庁/企業への提言や、地域の親子に研究成果を教育

（「マチカドこども大学」）として発信します。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ

めざす就職先
金融、公務員（市役所・警察）、交通（物流・自動車ディーラー）、サー
ビス業、情報、観光、まちづくり、建築、運送、小売、警備会社 など

「自動運転の観光利用」「公園の配置と防犯環境設計」
「防災教育ゲームの学修効果」「自動配送ロボットとまちづくり」

ホームゼミのテーマ

身につく力
社会の問題点を見つけ出して、原因を分析し、解決する研究をします。行政
への提言や企業への提案を行うことで、プレゼン力はもちろん、対人ビジネ
ススキルの経験が得られます。また、何より、社会を変えることができます。

法律の知識で問題を解決する段階的思考である法的思考
力が身につきます。社会課題の背後にある法的状況を把
握して、最適なアプローチを選び出す力が得られます。

問題解決力

法的思考力

世界経済と移民社会から現代日本を考える
関連するSDGs 学びのキーワード

●調査（文献・フィールドワーク）
●体感（視聴味覚）●発表（成果整理）

水盛 涼一 准教授　Mizumori Ryohichi
【プロフィール】千葉大学文学部史学科卒、東北大学大学院文
学研究科にて修士・博士（ともに文学）を取得。専門は近現代
中国の研究。
職歴：東北大学大学院、宮城学院女子大学、東北学院大学、尚
絅学院大学、福島大学大学院、宮城教育大学、東京国際大学

【主な担当科目】アジアと日本の歴史、歴史学実践、中国語

日本は2007年に超高齢社会（Super-
aged Society）の段階へ突入、労働人
口の減少は喫緊の課題です。しかも世界
人口は増加、国際競争が加速しています。
そのような日本の未来を、企業の海外進
出および日本への移民から考えます。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ

めざす就職先
国際関係関連企業（観光・交通・運輸・流通・小売・サービス・不動産
など）、公務員、教員、NGO・NPO など

「日米企業のCSR・SDGs対応」「アジア圏テーマパーク比較研究」
「日中外食産業変遷史」「世界のウェブ配車とタクシー業界の対応」など

ホームゼミのテーマ

身につく力
文献研究を手始めに、在日外国人取材や各国大使
館訪問といったフィールドワークを通して就職後
に使える交渉や調査の能力を身につけます。

調査を踏まえ、折に触れて発表を行い、レポート
そして卒業研究を執筆します。その際には多角的
でしかも深度を兼ね備える分析をめざします。

交渉調査力

発表執筆力

アメリカ、ヨーロッパ、そして日本
－地域、イシュー横断的テーマの分析と日本へのインプリケーションを探る－

関連するSDGs 学びのキーワード
●アメリカ、ヨーロッパと日本
●グローバルイシュー●インテリジェンス

平石 隆司 教授　Hiraishi Ryuji 
【プロフィール】慶応義塾大学法学部政治学科卒。国際関係論専攻。
三井物産調査情報部、三井物産戦略研究所にて、日米欧を中心に、
地域横断的政治、経済、産業、貿易、企業、そして地政学的リス
クの分析に取り組み、経営幹部、事業部との密な意見交換に基づき、
三井物産の経営環境調査や中長期のビジネス戦略策定支援に従事。
この間、ワシントンDC（2年間）、ロンドン（11年間）勤務。

【主な担当科目】現代欧州論、現代米国論、経済学入門、グロー
カルビジネス入門

アメリカとEUの政治経済の基礎知識を身
につけ、その後政治、経済、産業、安全保
障、外交等、各地域の個別テーマや、地域、
イシュー横断的テーマをとりあげ、文献リ
サーチやフィールドワークを進め、最終的
に日本へのインプリケーションを探ります。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ

めざす就職先
グローバルビジネスを展開する企業（総合商社、自動車、エレクトロニ
クス、運輸、小売、観光、金融等）、公務員、教員

「ヨーロッパの環境政策と日本へのインプリケーション」「イギリスのEU
離脱と今後の展望」「米国の対アジア政策の変遷～対中、対日を中心に～」

ホームゼミのテーマ

身につく力
課題に対し、情報を収集し、経済、産業、社会、政
治、地政学等を総動員し、論理的に分析、最終的
に現実解を提示する、解の探求力を身につけます。

正しい答えを見つけても、最終的に行動に結びつけなけ
れば意味がありません。「顧客」に興味を持たせ、正し
く理解させ、行動を促すための、発信力を鍛えます。

分析力・
解の探求力

発信、プレゼン
テーション力

ミライを考える、政策ゼミ
－調査から提言までを自分たちで行い、平和のタネをまこう

関連するSDGs 学びのキーワード
●平和学 / 戦争学●公共政策
● DEI（多様性・公平性・包摂性）

髙橋 彰 専任講師　Takahashi Akira
【プロフィール】厚生労働省（国家I種法律職）で新型インフルエンザや
東日本大震災対応など、危機管理や省内統括部門を中心に勤務。退職後、英
国グラスゴー大学で国際安全保障学（社会・文化論）の修士号取得。帰国後、
参議院議員の秘書として、政策提言や議員立法などに従事。エジンバラ大学
博士課程(中退)を経て、株式会社博報堂で大型公共事業の中核チームなどを
担当した。官僚、議員秘書、民間企業をまたいだユニークな実務経験と、海外
大学院での研究を担当科目に活かし、実践的なパブリック人材の育成を行う。

【主な担当科目】国際関係論、時事問題研究基礎・実践

「平和」ってなんだ？ 国内外の課題
（紛争、気候変動、子育て、ジェンダー、
貧困など）の解決に向け、①政策課題
レビュー、②対策検討、③データや
デザイン性の高いポリシーブリーフ

（政策啓発パンフ）の作成方法やプレ
ゼンスキルを学びます。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ

めざす就職先
公務員、NGO、民間企業、国際機関など。華やかでなくとも「実直に
いい仕事をする」と評される社会人に育ってほしいと考えています。

「トランプ大統領の反DEI（多様性・公平・包摂性）施策のインパクト」
「若者による平和構築は可能か？」「熊本地震にみる防災と福祉の連携」

ホームゼミのテーマ

身につく力
内容に加え、デザイン性や共感力を意識した制作
物・発表を行い、発信力を高めることで、実際に
社会にインパクトを与えうる活動を目指します。
基礎知識、プロジェクトマネジメント、ロビー活動、
社会啓発活動やEBPM等を学び、実践的なパブ
リック・プロジェクトスキルを身につけることを
目指します。

デザイン力

プロジェクト力

複眼的見方と歴史観の涵養
－マーケティング・流通・ベンチャー経営－

関連するSDGs 学びのキーワード
●マーケティングマネジメント論
●小売流通●韓国論

趙 佑鎭 学長室長・教授　Cho Woo-Jin
【プロフィール】韓国延世大学経営学部卒業後、慶應義塾大学大
学院商学研究科前期・後期博士課程修了（商学博士）。
職歴：（社）韓国人間開発研究院、（株）かながわサイエンスパー
ク、青森公立大学

【主な担当科目】アントレプレナーシップ論、韓国語、マーケティ
ングマネジメント論

ケーススタディーを通じて組織論・
戦略論・ベンチャー企業論・マー
ケティング・流通論について勉強を
している。また、「歴史」と「韓国論」
を中心とする教養をベースに複眼
的見方を備えるようにしている。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ

めざす就職先
小売流通（百貨店、スーパー）、サービス（ホテル、大手レストラン、
介護）、メーカー、IT、マーケティングコンサルタント など

「マーケティングマネジメント」「小売流通企業」「サプライチェーン
マネジメント」「消費者行動」「韓国企業」「韓流文化」など

ホームゼミのテーマ

身につく力
事業構想に必要なものは、複雑な経営環境の先を
見通す目、多様な専門と教養領域からの知識を融
合する力であり、これらを意識した学習研究を行う。

問題を発見し、その問題を解決する最も重要な
源泉は実践である。そのベースとなる、ヒトと
共感する能力と哲学、行動する勇気を涵養する。

構想力

実践力

日本経済論
～少し頭を使って考えてみよう！～

関連するSDGs 学びのキーワード
●日本経済●世界経済●読解力

下井 直毅 事業構想学科長・教授　Shimoi Naoki
【プロフィール】東京大学経済学部卒。東京大学大学院経済学
研究科博士課程単位取得満期退学。専攻は国際経済学。
職歴：日本経済国際共同研究センター、（独）日本学術振興会、（公
財）総合研究開発機構（NIRA）、ビジネス・ブレークスルー大
学大学院

【主な担当科目】ミクロ経済学、マクロ経済学、金融論、国際
経済学

ミクロ経済学、マクロ経済学のほか、基礎
的な統計学の知識を身につけます。身近で
具体的な経済・社会現象を取り上げて、デー
タ等を使って論理的に読み解いていくゼミ
です。テキストを用いて基礎知識の理解を
深めた上で、グループ討論を行います。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ

めざす就職先
卸売・小売、通信、運輸、金融など、幅広い分野の企業

「今後の日本経済の成長に向けて欠かせない要因は何か」
「世界の貧困をなくすには、何が必要なのだろうか」など

ホームゼミのテーマ

身につく力
現象を的確に捉え、そこから何が読み取れるのか
ということを、データ等を使って分析し、結論を
導き出す力を身につけることができます。

ゼミでの発表や討論・議論を通じて、自分の意見
や考えを、適切にわかりやすく伝えることができ
る力を身につけることができます。

分析力

発信力
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「コミュニティ」を活用したキャリア形成
関連するSDGs 学びのキーワード

●キャリア●自他理解・仕事理解
●コミュニティ心理学

葛本 幸枝 准教授　Kuzumoto Sachie
【プロフィール】法政大学大学院キャリアデザイン学研究科
修士課程修了、修士（キャリアデザイン学）。公認心理師、
キャリアコンサルタント。
職歴：NEC日本電気㈱、NECライフキャリア㈱、お茶の水女子
大学、公立大学法人宮城大学、二松学舎大学、カリタス女子
短期大学など

【主な担当科目】キャリア・デザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ、ビジネス
スキル基礎

【「どう生きるのか」を考え、自らの
行動変容につなげる】
自分のキャリア（働き方・生き方）を
考えるために、様々な側面から分析し
ます。身近な課題をテーマにしたイベント企画運営や先輩・社会人イン
タビュー等を通して自他理解・仕事理解を深める力を身につけます。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ

めざす就職先
業界・職種を問わず、自分に合う組織を見つけ、満足のいく就職を目指
します。

「大学におけるコミュニティとキャリア形成」「キャリアレジリエンス
強化による就職活動への効果」「学びを促進する場づくりの効果」など

ホームゼミのテーマ

身につく力

相手を尊重した聴く態度を身につけるとともに、
相手に合わせた伝え方や質問力を磨きます。

グループワークやイベント企画などを通して、メ
ンバーと信頼関係を築き、共創（多様な人たちと
共に、新しい価値を生み出す）を目指します。

対話力

チーム力

日本の伝統思想を探る
関連するSDGs 学びのキーワード

●日本文化●多文化コミュニケー
ション●歴史

高橋 恭寛 准教授　Takahashi Yasuhiro
【プロフィール】東北大学大学院文学研究科にて博士（文学）を
取得。専門は日本思想史・日本倫理思想史・日本教育思想史。
職歴：宮城県岩沼市教育委員会、東北大学大学院、東日本国際
大学

【主な担当科目】経営思想史、哲学入門、ビジネススキル基礎、
アジアと日本の歴史、世界の宗教

アジアのなかで日本の位置付けを
考えていくためにも、材料がなけ
れば始まりません。まずは、日本
にはどのような思想・文化があっ
たのか。今の時代を知るために、
過去から学んでいきましょう。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ

めざす就職先
広告・印刷・出版など情報通信関係、教育・学習支援業、生活関連サー
ビス業、複合サービス業 など

「外から見た日本のイメージの今昔」「日本のサブカル文化をふりかえる」
「21世紀におけるFolkloreの行方」など

ホームゼミのテーマ

身につく力
あるテーマについて、自分が何をどのように調べ
ればよいのか、見つけてきた情報の活用も含めた
情報収集の力を身につけていきましょう。

調べた結果、自らがまとめたものをどのようにし
て他者にもわかってもらえるのか、発表などを
通して発信することの大切さを知りましょう。

情報収集力

発信力

経営コンサルタントの実践的経営学
関連するSDGs 学びのキーワード

●会社組織のゼミナール●問題発
見・解決力●働く力（社会人基礎力）

浜田 正幸 教授　Hamada Masayuki
【プロフィール】多摩大学大学院・多摩大学経営情報学部教授、
経営コンサルタント。
職歴：本田技研工業（株）、（株）野村総合研究所、ベンチャー数
社起業

【主な担当科目】キャリア・デザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ、業界研究、
消費心理学、事業戦略

ゼミ全体が模擬的な会社組織になって
いて、会社組織で働くとはどういうこ
とか疑似的に体験していきます。どん
な仕事も一人で完結することはなく、
組織で、チームで、働くので、その力を積み上げていきます。したがって、
チームワークやグループワークを多く行います。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ

めざす就職先
業種・業界・職種を問わず幅広い業界、あるいは公務員。入社初年度か
ら実践的に働くことができる力を身につけることを目指しています。

「インターンシップ意識調査」
「就業体験報告書」など

ホームゼミのテーマ

身につく力
会社組織を模したゼミで、ゼミ生が社長や各部の
部長を務めているので、ゼミ生が自主的に会社

（ゼミ）を運営する力がつく。

卒業時は社会人０年生ではなく、それをはるかに
通り越した３年目の実力を修得する。

組織で働く力

社会人３年目の
実力

「数字」で読み解く「企業経営」
関連するSDGs 学びのキーワード

●経営●財務
●環境変化への適応

落合 孝彦 教授　Ochiai Takahiko
【プロフィール】早稲田大学大学院商学研究科修士課程修了（修
士）。明治大学大学院博士後期課程単位取得満期退学。1998年
9月青森公立大学経営経済学部に着任。2021年4月より現職。
専門は財務管理。

【主な担当科目】
経営学入門、財務分析、財務管理、ビジネススキル基礎

数字を用いて企業を読み解く力を養うことをテーマ
に授業を進めます。財務諸表の読み方・データの
加工から株式投資指標まで、ビジネス会計検定
試験のテキストに基づき解説し、検定試験合格を
視野に入れた指導も行います。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ例

めざす就職先
小売業・卸売業・金融業・製造業・サービス業が就職先の業種となります。

「任天堂の成功と失敗」「コンビニエンスストアの経営分析」
「青森県産リンゴの海外輸出とブランド化」「パナソニックの経営戦略」
など

ホームゼミのテーマ

身につく力
財務諸表をはじめとした企業に関するデータの
集め方、読み方、加工の仕方を学び「企業経営を
読み解く力」を養います。

データ収集・分析を通じて対象企業の問題点を
把握し、その改善方法を探る力を養います。

情報収集・
分析能力

問題発見・
解決能力

「働き方」「働く現場」の今を知る
～日本人学生（企業・公務員）・外国人留学生～

関連するSDGs 学びのキーワード
●キャリア（自己理解・仕事理解）
●異文化理解・経営●インターンシップ

越田 辰宏 教授　Koshita Tatsuhiro
【プロフィール】不動産会社に勤務後、国家公務員として内閣
府に入府。総務省・国土交通省・警察庁に出向・在籍。青山学
院大学大学院国際政治学修士、多摩大学大学院経営情報学修士・
博士課程後期単位取得満期退学。国家資格キャリアコンサルタ
ント、行政書士、宅地建物取引士資格を取得。内閣府参事官
補佐を経て2024年より現職。

【主な担当科目】キャリアデザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ、インターンシッ
プⅠ・Ⅱ

業界・企業・公務員の調査分析や現場
訪問を通じて、「働き方」「働く現場の
今を知る」ことを探求していきます。
現代の多様な働き方（性別・年齢・
国籍など）に関する社会課題や地域課題を考えていきます。就業体験

（インターンシップなど）を通じて職業観を養います。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ

めざす就職先
企業、公務員、公共サービスに関わる仕事、多国籍企業 など

「企業と公務員の人材育成の比較分析」
「外国人留学生の就職についての現状と課題」
「新卒者の就職活動実態調査報告」など

ホームゼミのテーマ

身につく力
将来のキャリア・職業に対するビジョンについて、
自分なりの意味を見出す力とともに、社会を生き
抜く力を身につけます。

インターンシップなどへの参加を通じて、働くこ
と・課題解決力・ビジネスマナーなど必要な能力・
スキルを身につけます。

キャリア
ビジョン

仕事の仕方

日常にひそむマーケティングを読み解く: 
実生活とビジネスの接点

関連するSDGs 学びのキーワード
●消費者行動●小売
●マーケティング・サイエンス

宮本 純至 専任講師　Miyamoto Junji
【プロフィール】慶應義塾大学経済学部卒。慶應義塾大学大学
院商学研究科修士課程修了、後期博士課程単位取得退学。
2025年4月より現職。専門は、消費者行動論、流通論、グロー
バル・マーケティング。

【主な担当科目】マーケティングマネジメント論、ブランド
マネジメント、流通論

マーケティングに関する様々な研
究領域を、座学とフィールドワー
クを通して学ぶゼミです。文献購
読やグループワーク、分析ツール
としてのプログラミング（希望者）
など、多様な方法で学習します。
また、学外にも飛び出し、実学に触れる機会も設けます。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ

めざす就職先
卸売や小売、メーカー、サービス、IT、コンサルティング、広告、観光
など、マーケティングにかかわる幅広い分野の企業や官公庁。大学院
進学希望者も歓迎します。

「消費者による小売店舗の使い分け」「コロナ禍後の百貨店の経営戦略」
「グローバル・ブランドの戦略」「日本のブランディング戦略」
「Z世代の消費者行動」など

ホームゼミのテーマ

身につく力
理論や分析手法など、インプットした知識を用いて
思考し、アウトプットとして実際の現象に応用す
ることで、実践的な分析力と適用力を養成します。

マーケティングでは、取引先企業や消費者など、
相手の立場に立って物事を考えることが求められま
す。ゼミ活動を通じた人間力の向上も目指します。

分析力・
適用力

人間力
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地
域

持続可能な都市・地域活性化政策、
観光地経営モデルの構築

関連するSDGs 学びのキーワード
●政策分析●フィールドワーク
●シナリオ・プランニング

中庭 光彦 教授　Nakaniwa Mitsuhiko
【プロフィール】専門は公共政策論、地域政策論、観光まちづ
くり、開発文化・水文化論。都市や郊外、中山間地の開発政策
史研究を続け、人口減少期における地域政策、地域開発リスク、
水文化・水政策の比較研究を行っている。

【主な担当科目】地域政策プランニング、地域ビジネスプラン
ニング、地域観光論、中小企業論

地域活性化をリスク対策手法と捉え、観光
まちづくり、水文化、流通とモビリティ、
防災の四領域で地域課題を検討し、対策シ
ナリオを政策として立案します。文献調査、
フィールドワーク、シナリオ制作、研究発表、
論文制作を行います。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ

めざす就職先
地域活性化関連企業（流通、観光、交通、広告、IT関連、サービス、
不動産、他）、公務員、ソーシャルビジネス企業、NGO・NPO など

「各地に点在するアクアツーリズムと観光資源としての価値」「観光復興に
伴うスタディツーリズムについて」「鉄道を中心とした地域活性化」など

ホームゼミのテーマ

身につく力
ものごとを多様な枠組みで解釈することが、政策
立案を左右します。収集した情報を批判的に解釈
し表現する能力を身につけます。

課題を分析するだけでは事実認識で終わってしま
います。それを元に解決のアイデア出し～実現提
案に結びつける企画力を磨きます。

解釈力

企画力

地域のサポーターとしての活動を通じて、
地域を元気にするための方策を提案する

関連するSDGs 学びのキーワード
●地域振興●経営学（戦略論・組織
論）●フィールドワーク

野坂 美穂 准教授　Nosaka Miho
【プロフィール】専門は、地域振興・経営学（戦略論・組織論）。
慶應義塾大学大学院商学研究科修士課程修了（経営学専攻）、中
央大学大学院総合政策研究科博士後期課程修了（博士：総合政
策）。淑徳大学（兼任講師等）、中央大学ビジネススクール助教
を経て、現在に至る。

【主な担当科目】地域産業論、経営戦略論、多摩学

多摩地域のイベント・プロジェクト等へ参
加し、地域の方々との対話を重ねることで、
地域を元気にするための方策を学生自らが
提案します。同時に、「経営学」・「産業組織
論」を中心に学び、地域を支える産業や個々
の企業の役割および重要性を理解します。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ例

めざす就職先
製造業、卸売業・小売業、宿泊業、不動産業、飲食・サービス業、人材
サービス業 など

「渋沢栄一の経営哲学」「サブスクリプション型ビジネスモデルの収益性
に関する研究」「都市部におけるアンテナショップの役割と課題」など

ホームゼミのテーマ

身につく力
地域の課題が何であるかを発見し、それを明確に
定義、その課題を論理的思考によって分析し、解
決に向けてできることを考え、実践につなげます。

共通の目的を達成するために、自分自身の果たす
役割やどのように貢献できるかを常に考えながら
行動し、チームメンバー間での信頼を醸成します。

問題解決力

チーム力

「プロデュース力をつける」
地域をつなぐ力の研究（地域連携、地域金融）

関連するSDGs 学びのキーワード
●地域連携●地域金融●課題解決

長島 剛 教授　Nagashima Tsuyoshi
【プロフィール】法政大学大学院社会学研究科卒業。多摩中央
信用金庫入社。2011年価値創造事業部部長、2017年地域連携
支援部長。自治体や大学、NPO等とのネットワークづくりに多
数関わる。東京都立大学客員教授。一般財団法人日本フィラン
ソロピー協会理事。2019年から現職。
職歴：多摩信用金庫

【主な担当科目】地域金融論、多摩学、事業構想最新事情、ビジ
ネスモデル設計

名刺を作り、大学から飛び出して実社会の
さまざまな事業活動の場に訪問します。同
時に、東京多摩地域や神奈川県の産業や行
政、地域金融機関の支援策などを研究しま
す。企業やNPO、行政、金融機関のイベ
ントやマッチングをプロデュースします。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究テーマ例

めざす就職先
社会課題や地域課題を解決する企業や団体。地域の優良企業、ニッチ
トップ企業を中心に、行政やNPOなど。将来的には起業も視野に。

「東京多摩地域」「神奈川県のニッチトップ企業」「創業支援の現状と今後」
「地域金融機関のこれから」など
地域+現場+つなぐ力をキーワードにテーマ設定

ホームゼミのテーマ

身につく力
現場ではたくさんの出会いがあります。コミュニ
ケーションしながら質疑を重ねていくなかで力が
ついていきます。

自主的に責任を持って活動することで、企画力、
構想力をはじめ、社会課題の把握力、実践的な
課題解決力を養います。

現場力

プロデュース力

ソーシャルビジネス・コミュニティビジネスの
事業構想

関連するSDGs 学びのキーワード
●事業構想●商品開発●地域活性化

松本 祐一 教授　Matsumoto Yuichi
【プロフィール】専門はソーシャルマーケティング。学生時代
にNPO立ち上げを経験後、市場調査会社で商品開発に携わり
2005年から多摩大学総合研究所勤務。2019年４月より現職。
多摩地域を中心に企業、行政、NPOの事業構想支援に従事し、
セクターを超えた「協創」をコーディネートしている。

【主な担当科目】NPO・NGO論、事業構想論、事業構想実践論、
ソーシャルマーケティング

将来、創業・起業したい、家業を継ぎたい、
企業で商品開発や新規事業構想に関わりた
いという学生を対象に事業構想に関する考
え方や方法を学びながら、地域や社会の課
題を解決するビジネスやしくみを企画し、
自分たちで実践していくことをめざします。

学ぶこと

ゼミ生の卒業論文・卒業研究・卒業制作テーマ

めざす就職先
起業家・創業者、家業の承継、企業の商品開発・新規事業構想部門、
ソーシャルビジネス・コミュニティビジネス、NPO、地方自治体 など

「不登校が地方創生」「大学版昼寝サロン」「方向音痴向け地図アプリ」
「愚痴の言い合える飲食店」「VRデリバリーサービス」など

ホームゼミのテーマ

身につく力
地域や社会の課題をとらえ、その解決のためのビ
ジネスやしくみを、コンセプトとビジネスモデル
両面から構想する力を身につけます。

多様な人が集まるチームで成果を生み出すこと、
企業・行政・NPOという異質な人たちと協力して
新しいものを生み出す力を磨きます。

事業構想力

協創力

学 部 の 様 子

P h o t o s
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